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由利高原鉄道㈱が開業30周年由由利利利高原鉄道㈱が開業30周年

魅力、発進力、地域力の〝三重奏〟魅力、発進力、地域力の〝三重奏〟魅力、発進力、地域力の〝三重奏〟魅力、発進力、地域力の〝三重奏〟魅力、発進力、地域力の〝三重奏〟
地域とともに迎えた30周年の節目を喜び、さらなる前進を

誓う由利高原鉄道の春田社長(前列中央)と社員の皆さん。

周年の節目を喜び、さらなる前進を

前列中央)と社員の皆さん。

(9月29日、矢島駅で)

太田　 賢 さん
　賢さんは、地元作家の木工品を扱う「木工の小松

金物店」でチーフマネージャーをし、自ら作品の製

作も手がけています。家具やインテリア、民芸品な

どのほか、各種オーダー（注文）にも応じていて、

店内は木の温もりにあふれる作品が並びます。

　スノーボードの専門学校で学び、４年前にＡター

ン。鳥海高原矢島スキー場で働く中で、秋田の冬の

楽しみ方を提供したいと思ったことが、自然と関わ

りの深い木工品販売につながっています。日本山岳

ガイド協会の会員として、鳥海山を軸とし、県内外

のお客様の観光ガイドにも力を入れています。

　サーフィンとスケートボードが趣味の賢さん。「仕

事も遊びも、お客様が楽しめるものにするよう心が

けています」と笑顔で話してくれました。

OTA Masaru

まな板（左）と置き時計

♥31歳、鳥海町上笹子

♥性格　明るい方です  ♥好きな言葉　継続は力なり

♥市内で好きな場所　本荘の駅前通り。当店もあります。

♥お世話になっている方へ　オーナーの松本学さんです。

　一緒に企画・実践してくれ、とても感謝しています。

木
工
品
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
か
ら
、
山
岳
ガ
イ
ド
ま
で

「
お
客
様
が
楽
し
め
る
も
の
」 

を
心
が
け
て
い
ま
す
！

「
お
客
様
が
楽
し
め
る
も
の
」 

を
心
が
け
て
い
ま
す
！

Your Smile
やわらかな、若い風 ◯2

Monthly Happy Communications

Interactive
Side Story

 ふれあい
　サイドストーリー

「Ｂ-１東北　 」級の地元開催めざす 今回、２日間とも雨だったもの
の、「本荘ハムフライが出ると聞
いて来たよ」と話す人が増えたと
感じたそうで「知名度がアップし
ているのも、みんなで活動を継続
してきたからだと思います」。
　念願の入賞はなりませんでし
たが、「いつか、行政や商工会と
一緒に『Bー１東北大会』級のイ
ベントを地元で開催したい」と夢
を語りました。

　ご当地グルメイベント「Bー１
グランプリ」が10月３、４日に青
森県十和田市で開催され、本市
から「本荘ハムフライ」が参戦し
ました。
　澤畑英俊さん（33歳・大鍬町）
は「本荘という名前を売る！」とい
う趣旨に共感し、メンバーに。
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地域で頑張る若い世代を紹介します！ 

グラン
プリ



2平成 27年 10月 15日号　広報ゆりほんじょう

　
由
利
高
原
鉄
道
㈱
の
開
業
30
周

年
を
祝
う
式
典
が
今
月
１
日
、
市

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。式
典
に
は
県
、
市
、
東
北
鉄
道

協
会
や
国
内
外
、
沿
線
地
域
の
関

係
者
な
ど
約
２
４
０
人
が
出
席
。

地
域
ぐ
る
み
で
守
っ
て
き
た
30
年

の
重
み
を
感
じ
な
が
ら
、「
地
元
の

列
車
」
と
し
て
末
永
く
愛
さ
れ
る

よ
う
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
ま
し

た
。

　
式
典
で
は
春
田
社
長
が
「
由
利

高
原
鉄
道
は
国
鉄
時
代
よ
り
も
多

い
１
日
14
往
復
と
し
、
利
便
性
の

高
い
地
域
の
足
と
な
っ
て
い
ま

す
。人
口
減
少
な
ど
か
ら
利
用
者

数
が
低
下
し
て
い
ま
す
が
、
鉄
道

に
は
定
時
性
、安
全
性
、大
量
輸
送

な
ど
、
他
の
公
共
交
通
機
関
に
は

な
い
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。鉄
道
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
地

域
の
便
益
は
大
き
い
も
の
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。今
後
も
地
域
活
性

化
と
ロ
ー
カ
ル
線
の
存
続
を
セ
ッ

ト
で
考
え
、
社
会
に
貢
献
す
る
鉄

道
事
業
に
精
進
し
ま
す
」と
、決
意

を
込
め
て
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
来
賓
の
堀
井
副
知
事

と
小
野
副
市
長
、
台
湾
鉄
路
管
理

局
の
鐘
清
達
副
局
長
が
「
地
域
の

ご
支
援
に
感
謝
し
ま
す
。由
利
高

原
鉄
道
を
守
っ
て
い
く
た
め
、
一

緒
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
な
ど

と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

佳節祝い、新たな決意で発信

矢島駅構内で行われた記念植樹（上）

利用増と地域活性化への決意を新た

にした記念式典（左）

由利高原鉄道開業30周年

約240人出席し、記念式典開催／講演、感謝状の贈呈や植樹などを行う

残
雪
の
鳥
海
山
を
背
に
走
る―

（
佐
藤
和
博
さ
ん
撮
影
）

春
田
啓
郎
社
長

堀
井
啓
一
副
知
事

村
岡
敏
英
衆
議
院
議
員

  

（
祝
賀
会
で
）
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　ま
た
、
長
年
に
わ
た
っ
て
同
社

の
運
営
に
協
力
し
た
功
績
に
よ
り

由
利
石
油
㈱
、
㈱
三
浦
組
と
由
利

高
原
鉄
道
応
援
団
に
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　式
典
に
続
き
、「
三
陸
鉄
道

　復

旧
・
復
興
の
取
り
組
み
」と
題
し
、

同
社
の
望
月
社
長
を
講
師
に
記
念

講
演
が
開
か
れ
ま
し
た
。望
月
社

長
は「
全
線
復
旧
に
向
け
て
、数
多

く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
感
謝

し
て
い
ま
す
。ロ
ー
カ
ル
線
は
高

校
生
や
高
齢
者
な
ど
の
生
活
の
足

で
あ
り
、
鉄
道
の
存
在
感
や
安
全

性
は
大
事
。環
境
に
も
優
し
い
。駅

を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
サ

ー
ビ
ス
向
上
と
収
入
確
保
、
話
題

提
供
に
努
め
な
が
ら
、
地
域
の
復

興
と
と
も
に
歩
ん
で
い
き
た
い
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

　　当
日
、
矢
島
駅
構
内
で
春
田
社

長
と
鐘
副
局
長
、
由
利
鉄
ア
シ
ス

ト
ク
ラ
ブ
の
正
木
正
会
長
に
よ
る

ワ
タ
ボ
ウ
シ
の
記
念
植
樹
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
増
田
良
行
さ
ん
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
絵
画
や
、
佐
藤
和
博

さ
ん
、川
崎
ツ
ト
ム
さ
ん
、田
中
恵

さ
ん
に
よ
る
賛
歌「
君
を
訪
ね
て
」

の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。

　出
席
し
た
皆
さ
ん
は
こ
れ
ま
で

の
歩
み
を
踏
ま
え
、
利
用
促
進
と

地
域
活
性
化
に
向
け
た
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

記
念
式
典
で
感
謝
状
を
贈
呈

大
井
前
社
長
の
音
頭
で
万
歳
三
唱

小
野
一
彦
副
市
長

鐘
清
達
副
局
長

大
井
永
吉
・
前
社
長

望
月
正
彦
・

三
陸
鉄
道
社
長

絵
画
・
応
援
歌
な
ど
も
紹
介

春田社長　式辞　鉄道廃止後に栄えた
地域はなく、バスに代えても 40％ぐらいしか

お客さんが残らないと言われる。地域の足

を守り、鉄道があることで来訪客を増やし、

地域が恩恵を得られる仕組みづくりが大事。

企画事業により、この４年間で日帰り旅行は

飛躍的に増えた。本業の収入低下分をツア

ーや物品販売、貸切バス事業などでカバー

していく。

堀井副知事　祝辞　これまでの関係皆
様のご努力、地域の方々の支えに心から感

謝を申し上げます。国鉄廃止後、県も地元

市町とともに鉄路を残す選択をし30年が経

過した。地域になくてはならない路線。人口

や利用者数は減っているが、地域の文化に

つながる観光路線でもあり、この鉄道を守

り発展させるため、一緒に頑張っていきたい。

小野副市長　祝辞　沿線の皆様の熱い
思いにより昭和 60 年 10 月、由利高原鉄道

㈱の鳥海山麓 (ろく) 線が開通して以来、通

勤・通学や本市の経済・文化・観光など、

交流促進や地域振興にも貢献してきている。

長年のご支援に深く感謝申し上げます。私

たちが気づかない地域の魅力を広く発信して

いる由利高原鉄道の取り組みを、市も積極

的に応援していく。

鐘副局長　祝辞　台湾・平渓線と由利高
原鉄道は、タブレット使用や軌道の幅、全

線単線など、類似点が多く、昨年の姉妹提

携締結につながった。今日、私も乗せてもら

った。雄大な鳥海山や自然が魅力的だ。協

定の締結で相互理解、高い信頼関係をもと

に双方向の誘客や密接な交流、さまざまな

相乗効果を期待している。

式辞・祝辞の要旨

昭
和
60
年

　由
利
高
原
鉄
道
㈱
開
業

平
成
元
年

　曲
沢
・
吉
沢
駅
開
業

　
　７
年

　開
業
10
周
年

　
　８
年

　自
動
列
車
停
止
装
置
導
入

　
　９
年

　羽
後
本
荘
駅
係
員
を
シ
ル

　
　
　
　
　バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委

　
　
　
　
　託
／
川
辺
駅
を
新
築

　
　10
年

　Ｊ
Ｒ
び
ゅ
う
と
業
務
提
携

　

　
　11
年

　ダ
イ
ヤ
改
正(
１
往
復
増
便)

　
　12
年

　本
社
を
移
転
／
矢
島
駅
の

　
　
　
　
　新
駅
舎
使
用
開
始
／
Ｙ
Ｒ

　
　
　
　
　２
０
０
０
形

　
　
　
　
　車
両
を
増
備

　
　13
年

　検
修
車
庫
増
築
、
モ
ー
タ

　
　
　
　
　ー
カ
ー
庫
を
新
築

　
　15
年

　西
滝
沢
・
前
郷
・
黒
沢
・

　
　
　
　
　鮎
川
駅
新
築
／
車
両
増
備

　
　16
年

　旅
行
セ
ン
タ
ー
を
開
設

　
　

　
　17
年

　開
業
20
周
年

　
　20
年

　薬
師
堂
駅
を
改
築
／
運
賃

　
　
　
　
　を
改
定

　
　23
年

　子
吉
駅
を
新
築

　
　24
年

　Ｙ
Ｒ
３
０
０
０
形
車
両
を

　
　
　
　
　以
降
毎
年
１
両
ず
つ
増
備

　
　26
年

　台
湾･

平
渓
線
と
姉
妹
鉄

　
　
　
　
　道
締
結

開
業
30
年
の
軌
跡



　　　
由
利
高
原
鉄
道
は
生
活
路
線
と

し
て
安
全
確
保
と
サ
ー
ビ
ス
向
上

を
図
り
な
が
ら
、
計
画
的
な
施
設

更
新
や
事
業
収
入
の
増
加
を
目
指

し
、経
営
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
沿
線
地
域
の
人
口
減

少
や
自
家
用
車
の
普
及
な
ど
に
よ

り
、
昨
年
度
の
乗
車
人
員
は
約
23

万
５
千
人
と
、
開
業
時
の
半
分
以

下
に
ま
で
縮
小
。経
営
損
失
額
は

約
８
千
６
百
万
円
を
超
え
、
こ
れ

を
県
と
市
が
負
担
す
る
と
い
う
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　　　
由
利
高
原
鉄
道
で
は
、
地
域
の

観
光
行
事
に
合
わ
せ
た
列
車
や
独

自
の
イ
ベ
ン
ト
列
車
を
運
行
し
、

鉄
道
乗
車
の
利
用
促
進
に
取
り
組
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訪
日
ツ
ア
ー
に
よ
る
由
利
高
原

鉄
道
の
利
用
が
好
調
で
す
。台
湾

や
韓
国
か
ら
の
ツ
ア
ー
は
一
昨
年

が
４
３
６
人
で
、
昨
年
は
５
７
４

人
へ
と
伸
び
、
今
年
は
９
月
末
日

ま
で
で
５
０
７
人
を
数
え
ま
す
。

　
こ
れ
は
長
谷
部
市
長
に
よ
る
旅

行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
へ
の
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
が
実
を
結
ん
で
い
る
も
の

で
、
今
月
も
４
日
か
ら
９
日
ま
で

タ
イ
と
台
湾
を
訪
問
。台
湾
へ
の

売
り
込
み
は
今
回
が
５
回
目
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
由
利
高
原
鉄
道
で
は
昨

年
４
月
に
台
湾
の
平
渓
線
と
の
姉

妹
鉄
道
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

両
鉄
道
が
連
携
し
、
鉄
道
フ
ァ
ン

に
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
誘
客

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
渓
線
は
公
営
鉄
道
・
台
湾
鉄

路
管
理
局
の
ロ
ー
カ
ル
線
で
、
台

北
市
近
郊
の
新
北
市
に
あ
り
延
長

は
12
・
９
㌔
。沿
線
に
は
滝
や
吊

り
橋
、博
物
館
、日
本
統
治
時
代
の

建
物
が
残
り
、
風
情
豊
か
な
路
線

と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
由
利
高
原
鉄
道
で
は
貸
切
バ
ス

事
業
の
準
備
を
進
め
な
が
ら
、
海

外
旅
行
が
可
能
な
第
一
種
旅
行
業

免
許
を
取
得
し
、
台
湾
を
訪
問
す

る
ツ
ア
ー
を
計
画
中
。地
域
の
暮

ら
し
を
支
え
る
ロ
ー
カ
ル
線
の
役

割
に
加
え
、
国
際
的
な
観
光
資
源

化
と
い
う
付
加
価
値
を
プ
ラ
ス

し
、セ
ー
ル
ス
を
図
っ
て
い
ま
す
。

トップセールスや平渓線との協定で
台湾などからの団体ツアーが増加

9月末までに500人超が利用！

台湾の
平渓線

１周年（上）と10周年
のポスター

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

台湾からの団体ツアーと（9月17日）

地域に感謝、今後も大事に

　開業から25年間お世話になり、地域

の方々にマイレール運動で応援していた

だき、感謝しております。特に冬の早

朝、駅ホームでの除雪ボランティアがあ

りがたく思い出されます。高齢化社会に

向けた地方鉄道として、これからも大事

に育ててほしいと願っています。今、広

域観光に力を入れられており、国の地

方創生で地域のアイデアが生かされて

いくことを期待しています。

向島伸一さん

元専務取締役
（82歳・秋田市） 

一緒に歩んでいる｢ゆりてつ」

　開業の日と誕生日が近く、１～20 周

年のポスターになり、一日駅長もさせて

いただきました。小学生の頃、乗り遅れ

た時にバックし戻って来てくれたことを

思い出します。今はきれいな車両で「ゆ

りてつ」と呼ばれ、全国からカメラマン

が来てくれると聞き、うれしく思いま

す。一緒に生まれ、歩んできましたの

で、ずっと長く走り続けてほしいと願っ

ています。

川村美咲さん

由利高原鉄道応援大使
（京都市・30歳）

乗
車
数
25
万
人
割
り
、

開
業
時
の
半
分
以
下
に

観
光
列
車
や
イ
ベ
ン
ト

列
車
で
乗
車
利
用
促
進

■由利高原鉄道乗車数の推移

鉄
道
の
持
つ
魅
力
と
発
信
力

そ
れ
を
支
え
る
地
域
力
を
発
揮
し

「
三
重
奏
」で
迎
え
た
開
業
30
周
年

こ
れ
か
ら
も
、ず
っ
と

万人

60

50

40

30

20

0

昭
和
61
年

平
成
元
年

25
年

22
年

19
年

16
年

13
年

10
年7年4年

64万人 62万人

41万人

26万人
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由
利
高
原
鉄
道
で
11
月
３
日

㈷
、
高
校
生
の
製
作
し
た
電
車
を

走
ら
せ
る
実
証
実
験
が
話
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
埼
玉
県
立
川
越
工
業

高
校
と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
が
、
単

１
形
乾
電
池
を
動
力
源
と
す
る

｢

エ
ボ
ル
タ
電
池
鉄
道｣

を
走
ら

せ
、
世
界
最
長
走
行
記
録
に
挑
戦

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
電
車
は「
お
ば
こ
号
」風
で
、
電

気
科「
電
車
班
」の
生
徒
た
ち
の
自

作
。同
班
の
製
作
技
術
は「
川
工
電

鉄
」と
し
て
知
ら
れ
、今
回
の
車
両

は
長
さ
４
㍍
、幅
１
・
５
㍍
、重
さ

約
１
・
１
㌧
。当
日
は
運
転
士
や

生
徒
な
ど
約
10
人
が
乗
車
し
て
午

後
０
時
30
分
に
前
郷
駅
を
出
発
、

矢
島
駅
ま
で
の
11
・
４
㌔
を
往
復

し
ま
す
。

　「
前
郷
駅
〜
矢
島
駅
間
」は
距
離

や
沿
線
の
田
園
風
景
な
ど
に
よ

り
、
全
国
約
30
路
線
の
中
か
ら
選

ば
れ
ま
し
た
。同
校
に
と
っ
て
実

際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
線
路
で
の

長
距
離
走
行
は
初
の
試
み
と
の
こ

と
で
す
。高
校
生
の
夢
を
乗
せ
た

電
車
が
沿
道
の
声
援
を
受
け
な
が

ら
走
り
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
ぜ
ひ
応
援
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、当
日
、正
午
か
ら
の
約
４

時
間
は
、
お
ば
こ
号
を
臨
時
運
休

し
、
バ
ス
代
行
運
転
で
の
対
応
と

な
る
予
定
で
す
。

高校生のギネス挑戦、ぜひ応援を

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

地元素材で、掘り起こしを

　各集落の協力を得ながら、沿線の除

草などを行いました。その時の慰労会

が生ビール列車の始まりです。「かかし

列車」では展示などにも関わりました。

鉄道は一度止めると元には戻りません。

絶対になくさないためには、乗客の増加

とリピーターの確保が重要です。各駅を

起点に地域の神社を巡ったり、川や竹

林でのイベントを開催したりして、新た

な掘り起こしができればと思います。

相田勝弘さん

前郷駅愛好会前事務局長
（73歳・前郷）

アイデア勝負で乗客アップ

　由利高原鉄道に乗って鳥海地域の宿

泊施設に行く企画の呼びかけを始めて

７年になります。かかし列車やワンコイ

ン列車などは素晴らしく、人口減少や

高齢化をバネに、今後も知恵とアイデア

勝負で乗客アップに取り組んでほしい。

本荘駅整備の調査 ( 階段の負担軽減 )

にも期待しています。「秋田内陸縦貫鉄

道を守る会」に負けず、小生もできるか

ぎり由利鉄を応援していきます。

畑澤富美夫さん

由利鉄に飛び乗ろう会副幹事長
（埼玉県川口市・66歳）

安心、身近な存在を実感

　女性社員が通勤におばこ号を利用して

おり、とてもありがたく思っております。時

間に正確で、荒天の際などにはきめ細か

な情報提供があり、丁寧な対応で安心で

きます。また、矢島駅でのサクラ茶のサー

ビスや趣向をこらした展示に心が癒され

ます。何度も足を運びたくなります。車輪

の音や汽笛が会社に聞こえてくるたびに、

おばこ号が私たちの生活に溶け込み、身

近な存在であることを実感します。

畑山秀子さん

矢島通商㈱総務担当
（矢島町川辺・54歳）

ん
で
き
て
い
ま
す
。こ
れ
は
観
光

振
興
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な

が
る
も
の
で
、
地
域
資
源
を
活
用

し
た
Ｐ
Ｒ
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
首
都
圏
在
住
者
の
応

援
団
を
募
り
、
フ
ァ
ン
層
の
拡
大

を
図
る
と
と
も
に
、
鉄
道
そ
の
も

の
の
魅
力
を
前
面
に
押
し
出
し
、

国
内
外
へ
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
今
、
由
利
高
原
鉄
道
の
乗
車
に

割
安
感
が
得
ら
れ
る
「
プ
レ
ミ
ア

ム
回
数
券
」を
販
売
中
で
す
。

　
こ
れ
は
回
数
券
２
百
円
11
枚
と

値
引
券
５
百
円
２
枚
の
セ
ッ
ト
を

数
量
限
定
で
販
売
し
て
い
る
も
の

で
、
イ
ベ
ン
ト
や
ご
家
族
の
小
旅

行
な
ど
で
お
得
に
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。羽
後
本
荘
・
前
郷
・
矢

島
の
各
駅
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ョ
ッ
プ
で

お
求
め
く
だ
さ
い
。

　　　
本
年
度
は
貸
切
利
用
が
増
加
す

る
な
ど
、
地
域
の
支
え
が
由
利
高

原
鉄
道
に
明
る
い
光
を
照
ら
し
て

い
ま
す
。開
業
以
来
、ロ
ー
カ
ル
鉄

道
の
魅
力
と
発
信
力
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
支
え（
地
域
力
）が
発
揮
さ

れ
「
三
重
奏
」
を
奏
で
て
30
周
年
。

こ
れ
か
ら
も
、
公
共
交
通
機
関
に

対
す
る
ご
理
解
と
乗
車
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

値
引
券
付
き
で
お
得
な

「
プ
レ
ミ
ア
ム
回
数
券
」

貸
切
利
用
の
増
加
が
光
、

地
域
で
支
え
る
鉄
道
に

ギネス挑戦に意気込む
川越工業高校電気科の
生徒たち

11月3日（祝）、正午過ぎにスタート
前郷～矢島間を乾電池電車が走る！
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　市長の長谷部です。９月の私の行動の一
部を写真でお知らせします。この情報は市
ホームページでもご覧いただけます。

　
市
は
、「
災
害
時
等
に
お
け
る
ガ

ソ
リ
ン
等
燃
料
の
供
給
に
関
す
る

協
定
」
を
秋
田
県
石
油
商
業
組
合

本
荘
由
利
支
部
（
高
橋
正
志
支
部

長
）
と
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
大
規

模
災
害
発
生
時
に
ガ
ソ
リ
ン
な
ど

の
燃
料
が
不
足
し
た
場
合
、
優
先

的
に
燃
料
の
供
給
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
９
月
30
日
、
協
定
締
結
式
が
市

役
所
で
行
わ
れ
、
高
橋
支
部
長
は

「
市
に
協
力
で
き
る
こ
と
を
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
災
害
時
は
組
合
員

が
団
結
し
て
燃
料
供
給
に
全
力
を

挙
げ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
長
谷
部
市
長
は
「
協
定
は
と
て

も
あ
り
が
た
い
。
今
後
も
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
尽
く
し

て
い
き
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

災
害
時
の
燃
料
供
給
協
定

県
石
油
商
業
組
合
本
荘
由
利
支
部
と
締
結

Yurihonjo  City  Topics

市長室市長室

こんにちはこんにちは

から

　
第
70
回
国
民
体
育
大
会
・

第
15
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
壮
行
会
を
９
月
11

日
に
開
催
し
　
ま
し
た
。

　
国
体
は
今
月
６
日
で
終
了

し
ま
し
た
が
、
10
月
24
日
か

ら
開
催
さ
れ
る
障
害
者
大
会

の
選
手
の
皆
さ
ん
に
は
、
県

代
表
と
し
て
自
信
と
誇
り
を

持
ち
、
正
々
堂
々
、
悔
い
の

な
い
試
合
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
７
月
28
日
か
ら
９
日
間
、

友
好
都
市
の
ヴ
ァ
ー
ツ
市

を
訪
問
し
た
、「
市
青
少
年

ハ
ン
ガ
リ
ー
友
好
交
流
訪

問
団
」
の
派
遣
報
告
会
を

９
月
25
日
に
開
催
し
ま
し

た
。
団
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

今
回
の
経
験
か
ら
得
ら
れ

た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
を

将
来
に
生
か
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　９月26日「はまなすの郷西目に
想いをよせる会」は合併10周年の
　今年が最後の開催となりました。

山
岳
遭
難
の
救
助
に
備
え
る

合
同
救
助
訓
練
を
実
施

　
山
岳
遭
難
時
の
救
助
活
動
に
備

え
、
県
消
防
防
災
航
空
隊
と
の
連

携
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
10

月
６
日
に
三
望
苑
で
市
消
防
本
部

と
県
消
防
防
災
航
空
隊
が
合
同
で

救
助
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
登
山
道
か
ら
崖
下
に

滑
落
し
た
際
の
救
助
を
想
定
し
て

行
わ
れ
、
消
防
本
部
署
員
は
動
作

を
確
認
し
な
が
ら
ロ
ー
プ
や
担
架

な
ど
を
使
い
、
要
救
助
者
を
滑
落

現
場
か
ら
つ
り
上
げ
可
能
場
所
ま

で
引
き
上
げ
る
救
助
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
同
時
に
防
災
ヘ
リ
「
な
ま
は
げ
」

の
出
動
を
要
請
。
ヘ
リ
が
現
場
に

到
着
す
る
と
、
県
消
防
防
災
航
空

隊
の
隊
員
と
連
携
し
な
が
ら
防
災

ヘ
リ
に
収
容
し
、
引
き
継
ぎ
場
所

の
市
消
防
庁
舎
へ
リ
ポ
ー
ト
へ
搬

送
し
ま
し
た
。
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10
月
１
日
か
ら
本
荘
地
域
の

「
循
環
バ
ス
」
の
路
線
を
再
編

し
て
の
運
行
と
、
岩
城
地
域
の

「
道
川
北
線
」
が
新
規
で
の
運

行
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　「
循
環
バ
ス
」
は
従
来
の
東

西
線
・
南
北
線
を
統
合
し
た
双

方
向
の
路
線
に
再
編
さ
れ
、
同

日
、
そ
の
運
行
開
始
出
発
式
が

始
発
地
点
で
あ
る
羽
後
本
荘
駅

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
バ
ス
の
車
体
に
鶴

舞
小
・
尾
崎
小
の
児
童
が
描
い

た
イ
ラ
ス
ト
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し

た
新
た
な
車
両
も
お
披
露
目
。

路
線
再
編
と
新
規
運
行
で
さ
ら
に
利
用
し
や
す
く

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
出
発
式
を
開
催

Event  and  Sports

青
色
を
基
調
に
、
乗
降

口
側
に
は
鶴
舞
小
の
児

童
が
描
い
た
市
の
花

「
さ
く
ら
」
と
秋
田
由

利
牛
の
姿
が
、
運
転
席

側
に
は
尾
崎
小
の
児
童

が
描
い
た
鳥
海
山
・
子

吉
川
か
ら
上
が
る
花

火
・
日
本
海
の
風
景
が

ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
て
お

り
、
市
の
魅
力
が
盛
り

だ
く
さ
ん
の
バ
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。
出
発

式
に
参
加
し
た
両
校
の

児
童
は
、
自
分
た
ち
が

手
が
け
た「
夢
の
バ
ス
」

に
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
岩
城
地
域
で

も
「
道
川
北
線
」
の
出

発
式
を
開
催
。
多
く
の

地
域
住
民
が
見
守
る
な

か
、
関
係
者
な
ど
が

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行

い
、
運
行
開
始
を
祝
い

ま
し
た
。

　
地
域
の
大
切
な
交
通

手
段
で
あ
り
、
さ
ら
に

利
用
し
や
す
く
な
っ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ

ス
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

今
日
だ
け
、
気
持
ち
は
小
学
生

旧
鮎
川
小
で「
大
人
の
登
校
日
」開
催

　
９
月
29
日
、「
大
人
の
登
校
日
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
は
旧
鮎
川
小
学
校
を
会
場

に
「
九
九
の
表
か
ら
新
発
見
」
と

し
て
算
数
の
授
業
を
体
験
。
参
加

者
は
童
心
に
返
り
、
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
と
相
談
し
た
り
助
け
合
っ
た
り

し
な
が
ら
、
問
題
を
解
き
発
表
し

ま
し
た
。

　
昼
食
に
は
、
市
内
小
学
校
の
昨

年
の
献
立
を
参
考
に
し
た
給
食
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
会
話

に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら
、
今
ど
き

の
給
食
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
由
利
原
浄
水
場
と

郷
内
発
電
所
を
社
会
科
見
学
し
て

い
ま
す
。

　
日
直
を
務
め
た
細
矢
ア
キ
さ
ん

（
72
歳
・
川
口
）
は
「
問
題
を
考
え
て
、

頭
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。

隣
の
席
の
人
と
は
初
対
面
で
し
た

が
、
和
気
あ
い
あ
い
と
過
ご
し
ま

し
た
。
ま
た
参
加
し
た
い
で
す
。」

と
話
し
ま
し
た
。

　
11
月
14
日
に
今
年
度
３
回
目
の

「
大
人
の
登
校
日
」
が
実
施
さ
れ
る

予
定
で
す
。

再
編
さ
れ
た「
循
環
バ
ス
」（
上
）と
新
規
運
行
さ
れ
た「
道
川
北
線
」（
下
）

ホ
バ
リ
ン
グ
す
る
防
災
ヘ
リ「
な
ま
は
げ
」に
要
救
助
者
を
収
容
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歳出決算の性質別内訳

グラフで見る一般会計決算 自主財源（26.5%）
依存財源（73.5%）

（平成26．4．1～27．3．31）

325,091
△ 124,333
△ 189,421
11,337
125,481
136,818

1.営業活動によるキャッシュ・フロー
2.投資活動によるキャッシュ・フロー
3.財務活動によるキャッシュ・フロー
4.現金及び預金の増減額
5.現金及び預金の期首残高
6.現金及び預金の期末残高

2,601,291
219,426
2,820,717
2,539,238
429,047
443,613
3,411,898
974,148

△ 1,565,329
△ 591,181
2,820,717

固定資産
流動資産

固定負債
流動負債
繰延収益
 
資 本 金
剰 余 金
資本合計

資 産 合 計

負 債 合 計

負債資本合計

資産の部

負債の部

資本の部

19,995,610
1,477,265
21,472,875
10,323,985
908,190
3,843,848
15,076,023
5,031,717
1,365,135
6,396,852
21,472,875

937,262
△ 1,057,253

52,690
△ 67,301
1,443,259
1,375,958

102億6,115万8千円
7億5,836万5千円
4億1,032万5千円
1,298万5千円
4億439万9千円
1億1,983万6千円
7,446万7千円

8億5,086万1千円
29億3,468万1千円
22億1,549万1千円
9億5,910万4千円
1億4,381万7千円

528万6千円
1万3千円
86万9千円

191億5,165万7千円

96億6,454万0千円
7億5,720万4千円
3億9,577万7千円
1,166万6千円

3億9,981万1千円
1億1,762万9千円
6,965万3千円

7億7,068万8千円
29億1,180万7千円
22億101万4千円
9億4,653万3千円
1億4,375万7千円

498万4千円
1万3千円
81万8千円

183億9,589万4千円

5億9,661万8千円
116万1千円
1,454万8千円
131万9千円
458万8千円
220万7千円
481万4千円
8,017万3千円
2,287万4千円
1,447万7千円
1,257万1千円
6万0千円
30万2千円

0千円
5万1千円

7億5,576万3千円

　各地方公共団体が将来負担することになる実質的な負債額が、そ
の自治体の財政の大きさに占める割合を示したものです。負債額には
発行している地方債残高やその償還に充てる繰入金のほか、地方公
務員の退職手当の支給予定額なども含まれます。将来負担比率では
一定値（都道府県と政令市は400％、政令市を除く市は350％）が早期
健全化基準となっており、これを上回った場合には財政健全化計画を
策定しその内容に沿った取り組みを実施していかなくてはなりませ
ん。平成26年度決算による公表値では、県内13市の最高は、大仙市の
146.9%で、能代市の31.9%が最低となっています。

将来負担比率とは

ガス・水道事業  決算の状況

■総務費
　カダーレ第２駐車場・本庁舎周辺施設整備事業……２億315万円

■民生費
　保育所入所措置事業 …………………………… 18億60万円

■衛生費
　本荘清掃センター基幹的設備改良事業 ……19億5,025万円 

■農林水産事業
　中山間地域等直接支払事業…………………３億7,130万円

■土木費
　社会資本整備総合交付金事業 ……………５億1,999万円 
　国立療養所跡地整備事業…………………８億6,824万円

■消防費
　消防庁舎建設事業…………………………22億8,431万円

■教育費
　東由利中学校改築事業……………………13億3,402万円
　出羽中学校大規模改修事業…………………２億353万円

　消防庁舎建設、本荘清掃センター基幹的設備改良、東由利中学校改築や地域経済活性化・雇用創
出事業などを積極的に展開しました。 
　また、“身の丈にあった財政運営” を徹底したことにより、実質単年度収支の黒字を維持したう
えで、財政調整基金及び公共施設等維持補修基金を増額し、後年度財政負担への備えとすることが
できました。

1,136,723
1,071,476
65,247
79,407
46,640
98,014
6,991
91,023

△ 1,660,976

△ 1,569,953

1,552,863
1,316,423
236,440
240,464
210,857
266,047
16,188
249,859

426,141
676,000

1. 営業収益
2. 営業費用
　営業利益
3. 営業外収益
4. 営業外費用
　経常利益
5. 特別損失
　当年度純利益
前年度繰越利益剰余金（△欠損金） 
その他の未処理分利益剰余金変動額 
当年度未処分利益剰余金（△欠損金）

国 民 健 康 保 険
後期高齢者医療
診 療 所 運 営
受託施設休日応急診療所運営
情 報 セ ン タ ー
地域情報化事業
奨 学 資 金
介護サービス事業
下 水 道 事 業
集 落 排 水 事 業
簡 易 水 道 事 業
ス キ ー 場 運 営
小 友 財 産 区
北 内 越 財 産 区
松 ヶ 崎 財 産 区
　 計 　

歳
入
は
５
７
９
億
４
７
９
９
万
３
千
円

歳
出
は
５
５
３
億
７
８
４
万
１
千
円

一
般
会
計
の

実
質
単
年
度
収
支
は

７
年
連
続
の
黒
字

実
質
単
年
度
収
支
は

７
年
連
続
の
黒
字

　
平
成
26
年
度
決
算
は
、
自
主
財
源
の
根
幹
を
な

す
市
税
が
約
81
億
７
５
０
０
万
円
で
、
昨
年
度
の

約

81
億
２
７
０
０
万
円
と
比
較
す
る
と
、４
８
０

０
万
円（
０
・
６
％
）増
加
し
ま
し
た
。「
身
の
丈
に

あ
っ
た
財
政
運
営
」を
徹
底
し
、が
ん
ば
る
地
域
交

付
金
を
は
じ
め
と
す
る
国
県
の
交
付
金
・
補
助
金
を

最
大
限
活
用
し
た
こ
と
も
あ
り
、平
成
20
年
度
か
ら

７
年
連
続
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
決
算
に
基
づ
く
財
政
健
全
化
比
率
に
つ
い
て

は
、市
債
繰
り
上
げ
償
還
の
実
施
な
ど
財
政
健
全
化

の
取
り
組
み
を
進
め
た
こ
と
な
ど
か
ら
、実
質
公
債

費
比
率
が
12
・
８
％
、将
来
負
担
比
率
が
１
２
６
・

５
％
と
な
り
、そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
に
比
べ
、１
・
５
ポ

イ
ン
ト
、８
・
３
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
お
り
、着
実
に

改
善
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、地
方
交
付
税
の
歳
入
の
う
ち
、合
併
特

例
に
よ
る
普
通
交
付
税
の
加
算
分
が
平
成
27
年
度

か
ら
５
年
間
で
段
階
的
に
削
減
さ
れ
、
平
成
32
年

度
に
は
ゼ
ロ
に
な
る
予
定
で
あ
る
事
か
ら
、
今
後

も
経
費
節
減
を
図
り
な
が
ら
健
全
な
財
政
運
営
に

努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
26
年
度
決
算
の
概
要

平成26年度
主な事業

人件費
74億5,466万6千円

14.9%

13.7%

扶助費
68億7,138万9千円

16.8%

公債費
84億44万1千円

普通建設事業費
77億9,921万2千円

15.6%災害復旧費
4億8,063万1千円
1.0%

11.4%

物件費
57億1,792万8千円

11.5%
繰出金
57億3,924万3千円

6.3%

補助費等
31億7,441万7千円

8.8%

維持補修費
積立金
投資・出資・貸付金　44億4,024万9千円

歳　出
553億784万1千円

費

義
務

的

経

費
投資的経

そ
の

他

歳　入
579億4,799万3千円

市税
81億7,520万8千円
14.1%

繰越金
25億1,333万4千円

諸収入
7億493万6千円
1.2%
分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄附金
繰入金
40億1,539万4千円

6.9%

4.3%

地方交付税

214億7,110万2千円
37.1%

2.9%

地方譲与税
及び各種交付金
16億5,220万8千円

国庫支出金
66億3,518万6千円
11.5%

県支出金
34億3,152万5千円

5.9%

市債
93億4,910万円

16.1%

議会費
2億7,521万2千円　0.5%

歳　出
553億784万1千円

総務費
78億9,099万4千円
14.3%

民生費
127億730万1千円

23.0%

衛生費
45億9,085万2千円

8.3%

労働費
1億4,572万5千円　0.3%

5.9%

農林水産業費
32億5,192万8千円

商工費
11億7,077万7千円
2.1%

土木費
52億9,915万
　　　6千円

9.6%

消防費
52億6,308万8千円

9.5%

教育費
49億9,334万4千円

9.0%

災害復旧費
7億4,229万1千円
1.3% 公債費

89億1,284万円
16.1%

諸支出金
6,433万3千円　0.1%

損益計算書

（平成27．3．31）貸借対照表

各特別会計の状況

（平成26．4．1～27．3．31）（千円）

（千円）

（千円）

キャッシュ・フロー計算書

ガス事業 水道事業

ガス事業 水道事業

ガス事業 水道事業

※キャッシュ・フロー計算書とは、会計期間の資金の増減を表したもので資金
　の増は正数、資金の減は負数（△）で記載しています。

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

普通会計決算状況

平成26年度
平成25年度
平成24年度
平成23年度
平成22年度
平成21年度

58,618,644
53,410,329
53,550,055
57,057,340
52,791,675
53,918,283

55,951,016
50,878,587
51,620,480
54,990,567
50,513,704
52,207,833

2,667,628
2,531,742
1,929,575
2,066,773
2,277,971
1,710,450

477,893
338,614
171,211
230,830
451,828
360,216

2,189,735
2,193,128
1,758,364
1,835,943
1,826,143
1,350,234

△ 3,393
434,764
△ 77,579
9,800

475,909
93,974

1,307
265,131
451,278
251,147
1,979

715,967

2,042,610
1,258,274
1,339,516
911,000
970,824
296,293

0
130,000
3,000
3,000
3,000
3,000

2,040,524
1,828,169
1,710,215
1,168,947
1,445,712
1,103,234

歳入総額 歳出総額 差引額 実質収支 単年度収支 繰上償還額  実質単年度収支積立金取崩額積立金翌年度に繰り
越すべき財源

（千円）

決算に見る普通会計の主な財政分析指標（％）

財政力指数
経常収支比率
実質公債費比率
将来負担比率

区　　分 平成23年度平成24年度平成25年度

※普通会計に属する会計は、一般会計、診療所運営特別会計、受託施設休日応急診療所運
　営特別会計、情報センター特別会計、地域情報化事業特別会計、奨学資金特別会計です。

0.327
89.8
17.3
168.4

0.319
89.5
15.8
149.0

0.325
88.5
14.3
133.9

平成26年度
0.326
89.4
12.8
126.5

平成26年度に完成した消防庁舎
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東
レ
経
営
研
究
所
元
社
長
の
佐
々

木
常
夫
さ
ん
を
迎
え
、
家
庭
や
仕

事
に
お
け
る
ご
自
身
の
こ
れ
ま
で

の
歩
み
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
。

期
日
　
11
月
８
日
㈰

時
間

　13
時
半
〜
15
時

場
所

　由
利
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
「
善
隣
館
」

問
い
合
わ
せ
先

　由
利
教
育
学
習

課
（
善
隣
館
内
）☎
53
―
２
２
４
５

市
誕
生
10
周
年
記
念 

文
化
講
演
会

「
私
に
と
っ
て
の
会
社
・
仕
事
・
家
族
」

カ
ダ
ー
レ
＆
㈱
東
北
新
社
ま
つ
り

　
㈱
東
北
新
社
の
最
高
顧
問
で
あ
る
植
村
伴
次
郎
さ
ん
（
由
利

地
域
出
身
）
が
、
本
市
名
誉
市
民
に
な
ら
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、

カ
ダ
ー
レ
ま
つ
り
と
同
時
に
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

宝
塚
歌
劇
宙
組
全
国
ツ
ア
ー
公
演

臨
時
バ
ス
運
行
の
ご
案
内

「アクアパル」に臨時駐車場
を設置します。

○昼の部（14時開演）用
▼アクアパル（正面側）発
１便　１３時
２便　１３時半
▼カダーレ（西口）発
１便　終演１５分後
２便　１７時４５分

○夜の部（18時開演）用
▼アクアパル（正面側）発
１便　１７時
２便（最終）　１７時半
▼カダーレ（西口）発
１便　終演１５分後
２便（最終）２１時４０分

★下記の駐車場もご利用できます。
①市役所駐車場（310 台）
②東北トラック跡地（40台）
③本荘セミナーハウス（80台）

★混雑が想定されますので、本荘地域
循環バスなど公共交通機関のご利用や
乗り合わせにご協力をお願いします。

問い合わせ先　カダーレ管理課　
　　　　　　☎２２－２５００

問い合わせ先　
カダーレ管理課　
☎２２－２５００

　カダーレまつり
①起業体験プログラム（21日10時）
　西目高校生が出店を開きます。
②由利本荘ご当地うどん食いしん坊
　世界大会（22日12時30分）
　参加者大募集中です。（高校生以上）
　※詳細は次号でお知らせします。
③ＡＢＳ読み聞かせ隊がやってくる！
　●ＡＢＳアナウンサー読み聞かせ隊
　   （23日10時30分）
　●アナウンサー＆カメラマン体験
　   （23日13時）
　●ＡＢＳマスコットヨンチャンが登場
④第一回アニメツーリズムコーナー
　●ふるさと応援大使　漫画家「クリス
　タルな洋介」サイン会（23日11時）
　　由利地域出身、プロの漫画家さんと
　話してみませんか。

 (株)東北新社まつり
①東北新社歴史展示コーナー
（21日～23日・無料）
　東北新社と国内映像作品の歴史が分か
るパネル展示会です。
②『アキラさんとまこと君
　ふたりのオーケストラ』
（22日２時開演 Ｓ席3,500円 Ａ席3,000円）
　宇宙戦艦ヤマトの音楽を手掛ける宮川
さんと、平原綾香さんのお父さん平原ま
ことさんのコンサートです。よい席は
お早めにどうぞ！
③映画企画コーナー
　懐かしの洋画とアニメ、特撮映画を上
映します。
　●西部劇『シェーン』（23 日 10 時
　 入場料 500 円）
　●『サンダーバード第 1 話』＆『宇宙戦
　艦ヤマト』＆『さらば宇宙戦艦ヤマト』
　（23日12時30分～　入場無料）

その他企画が目白押しです。詳細（時間・
内容・場所）については、ポスター、チ
ラシなどでご確認ください。

11 月 21 日（土）～
　　　23日（月・祝）

期日

文化交流館カダーレ
大ホール  ほか

会場

11
3

ふるさと応援大使クリスタルな洋
介さんによるイメージキャラクタ
ー「カンチョウ」(左)と「マリー」(右)

待って
るよ！

11 Yurihonjo city public Relations. 2015

日時　11月13日（金）午後１時半から　
　　　午後４時（開場：午後１時）
会場　カダーレ　大ホール　※入場無料
内容　事例発表「日常旅するまち歩き」
　　　講師　秋田公立美術大学
　　　　　　助教　菅原　香織　先生
　　　地域づくり推進事業の事例発表
　　（市内８地域からの代表団体による発表）

※駐車場は限りがあります。
公共交通機関などをご利用ください。
※地域ごとに送迎バスを運行します。各
総合支所振興課へお申し込みください。

問い合わせ先　地域振興課☎２４－６２３０

第５回
由利本荘市地域づくり
推進フォーラム

問い合わせ先　ＣＡＴＶセンター
☎６５－３７２２

からお知らせ

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

２
０
０
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
受
付
開
始

月
額
４
５
４
０
円
（
税
込
み
）

　鳥
海
地
域
で
は
、
幹
線
支
障

移
転
工
事
に
伴
い
次
の
と
お
り

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
全
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時

　
10
月
21
日
㈬
午
前

9
時
〜
正
午
（
う
ち

1
時
間
程
度
）※

予

備
日
翌
22
日
㈭

対
象

　
鳥
海
地
域
の
全
域

内
容

　
鳥
海
地
域
へ
伝
送

す
る
光
ケ
ー
ブ
ル

フ
ァ
イ
バ
切
替
作
業

の
た
め

　
10
月
1
日
か
ら
、２
０
０

Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
サ
ー
ビ
ス
の
受
け

付
け
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
、本
庁
舎
２
階
広
報
課
、各

総
合
支
所
振
興
課
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※

お
申
し
込
み
に
あ
た
っ
て

は
、お
使
い
の
パ
ソ
コ
ン
や

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ル
ー
タ
な
ど
が

２
０
０
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
に
対
応
し

て
い
る
か
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※

別
途
プ
ロ
バ
イ
ダ
料
金
は

か
か
り
ま
せ
ん
。
専
用
ケ
ー

ブ
ル
モ
デ
ム
設
置
費
用
は
別

途
と
な
り
ま
す
の
で
、Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

矢
島
地
域
と
、
本
荘
地
域

の
本
荘
地
区
（
一
部
除
く
）

の
サ
ー
ビ
ス
開
始
は
平
成
28

年
度
の
計
画
で
す
。

　　　 回収場所　

旧東由利町役場　車庫

善隣館（由利公民館）前

大内総合支所

岩城総合支所

鳥海総合支所

矢島総合支所

由利本荘市役所　駐車場

西目総合支所　バス車庫

時　　間

 9 時～11 時

13 時～15 時

 9 時～11 時

13 時～15 時

 9 時～11 時

13 時～15 時

 9 時～15 時

13 時～15 時

回収日

10月31日㈯

11月 1 日㈰

11月 8 日㈰

11月15日㈰

地域を元気にするヒントがここにあります。

ケーブルテレビ
停波のお知らせ

　「
燃
え
る
ご
み
」
の
量
を

減
ら
す
た
め
、
古
着
の
回
収

を
実
施
し
ま
す
。
回
収
し
た

古
着
は
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
中
身
が
確
認
で
き
る
透
明

な
袋
に
入
れ
て
、
口
を
結
ん

で
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

○
再
利
用
さ
れ
ま
す
の
で
洗

濯
済
み
の
も
の
に
限
り
ま

す
。

○
破
れ
や
汚
れ
、濡
れ
て
い
る

も
の
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
　生
活
環
境

課
　
☎
24
―
６
２
５
３

回収品目

衣類・下着 帽子 手袋・靴下（左右
そろっているもの）

タオル・シーツ
毛布

靴類（一対ごとに袋
に入れてください）　　　

かばん類※

※一部対象外と
なる場合があり
ます。詳細はお
問い合わせくだ
さい。

鳥海
地域「岩城まち歩き案内人育成事業」（上）

「石脇通りと由利橋、今昔の由利本荘を
浴衣で歩こう！」（下）など

！

古着の再利用回収を実施しますご家庭に不要な衣類は
眠っていませんか？

発表
事例
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産
業
と
文
化
の
祭
典

由
利
本
荘
市
民
ま
つ
り

　今年もカダーレなどを会場に「農業祭」
「商工祭」が開催されます。出来秋を喜び
合う実りの祭典においでください。
問い合わせ先　農業振興課　☎２４̶６２３４
市民まつりオープニングセレモニー
10 月 24 日（土）　カダーレ　大ホール
  9：30～　 開会式辞、オープニング演奏（尾崎小学校吹奏楽部）
10：00～　 表彰授与式
11：30～　 由利本荘米新米プレゼント（先着 200 人）
　　　　　（カダーレポケットパーク）

農
業
祭

常設展示　カダーレ　24日　9：00～19：00　25 日　9：00～16：00
カダーレギャラリー　１／２／３　農産品品評会、即売会、保育園・幼稚園・
学校農園展、小学生書道展、保育園児展、農地中間管理機構相談コーナー、西
目高校産業教育フェア

商
工
祭

常設展示
鶴舞会館　24日・25日　9：00～16：00、 
　　　　　26日　9：00～15：00
１階　母子寡婦福祉会手づくり展、わぴえ
　　　小物販売
３階　全国ごてんまりコンクール、ごてんま
　　　り制作実演・即売

鶴舞会館　24日・25日　9：00～16：00
１階　本荘由利発明工夫展、未来の科学ゆ
　　　め絵画展、教育産業展示（秋田県立
　　　大学、由利工業高校）、シルバー人材
　　　フェア
２階　工芸品展、刺し子制作実演・即売

その他のカダーレ内の展示

カダーレ市民活動室…学校給食展、JA福祉用具展、建
築士会由利支部建築相談会＆木工教室、秋田県土地家
屋調査士会不動産表示登記無料相談会、住宅相談会
カダーレわいわいストリート…中学生の「税についての
作文」展、ケーブルテレビ PR コーナー、ジオパーク・
鳥海ダム・日沿道 PRコーナー
カダーレ２階　研修室２…平和展

カダーレでのイベント

カダーレ前東側道路　24日・25日　10：00～15：00
市民にぎわい広場　商工会特産品大集合、グルメコーナーなど
カダーレ３階　自然科学学習室２　25日　13：00～14：00
大人のための朗読会（本荘高校放送部）
カダーレ　２階　研修室１　23日・24日　10：00～正午
行政相談

本荘保健センター　24日・25 日　9：00～16：00

２階　食生活改善展、食生活改善試食会、健康チェッ
クコーナー、マタニティ・赤ちゃんコーナー、脳ト
レコーナー、歯と健康コーナー、くすりと健康展

通行止めのお知らせ
市民まつり開催中、「由利本荘市民まつりにぎわい広場」設
置のため、カダーレの東側道路が通行止めになります。市循
環バスの順路も一部変更になりますのでご了承ください。

市
民
ま
つ
り

　
　
同
時
開
催
行
事

■
市
体
育
協
会
設
立
10
周
年
記
念

由
利
本
荘
市
ま
る
ご
と

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

24
日
㈯

●
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
サ
ッ
カ
ー

　
教
室
（
西
目
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク

　
サ
ッ
カ
ー
場
）　
10
時
〜
13
時

25
日
㈰

●
開
会
式
・
表
彰
式
（
カ
ダ
ー
レ
大

　
ホ
ー
ル
）
10
時

●
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
カ

　
ダ
ー
レ
大
ホ
ー
ル
）
10
時
半
〜
正

　
午
〈
パ
ネ
リ
ス
ト
　
工
藤
幹
夫
氏

　（
元
日
本
ハ
ム
投
手
）、
長
崎
宏
子

　
氏
（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
競
泳
代

　
表
・
平
泳
ぎ
）、
山
内
美
加
氏
（
バ

　
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
代

　
表
）〉

●
競
技
別
教
室
　
13
時
〜（
野
球
・
水

　
林
球
場
、
水
泳
・
遊
泳
館
、
バ
レ
ー

　
ボ
ー
ル
・
由
利
高
校
体
育
館
）

●
競
技
別
模
範
演
技
・
体
験（
合
気
道
・

　
居
合
道
・
双
節
棍
＝
ヌ
ン
チ
ャ
ク
）

　
13
時
〜（
カ
ダ
ー
レ
大
ホ
ー
ル
）

問…

ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
32
―
１
３
３
４

■
木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン

日
時

　24
日
・
25
日
　
10
時
〜
16
時

会
場

　ア
ク
ア
パ
ル

　「
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
の
50
種

類
以
上
の
お
も
ち
ゃ
体
験
、
木
工
体

験
や
は
し
塗
り
体
験
な
ど
の
手
作
り

体
験
を
楽
し
め
ま
す
。（
入
場
無
料
。

両
日
と
も
先
着
50
人
に
秋
田
杉
の

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

問…

農
山
漁
村
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
24
―
６
３
５
７

市
民
ま
つ
り

　
　
協
賛
行
事

■
ガ
ス
水
道
局
・
秋
の
大
感
謝
祭

日
時

　24
日
・
25
日
　
10
時
〜
15
時

会
場

　ガ
ス
水
道
局

問…

ガ
ス
水
道
局

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
―
３
５
０
４

■
第
61
回
由
利
本
荘
市
菊
花
展

日
時

　24
日
・
25
日
　
９
時
〜
15
時
、

　
　
　
26
日
　
９
時
〜
正
午

会
場

　商
工
会
館
1
階

問…

菊
花
協
会
会
長
　
工
藤
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
―
８
４
２
７

■
市
民
芸
術
文
化
祭

17
日
㈯
・
18
日
㈰

【
展
示
発
表
の
部
】

日
時
　
17
日
・
18
日
　
９
時
〜
16
時

　（
18
日
は
15
時
ま
で
）

会
場
　
カ
ダ
ー
レ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
・

　
２
・
３

内
容
　
合
同
華
道
展
・
絵
画
・
写
真
・

　
押
花
・
陶
芸
・
書
道
展
・
た
こ
な
ど

【
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
部
】

日
時
　
18
日
　
13
時
開
演
（
開
場
正

　
午
）

会
場
　
カ
ダ
ー
レ
　
大
ホ
ー
ル

内
容
　
民
謡
・
仕
舞
・
日
本
舞
踊
・

　
新
日
本
舞
踊
・
詩
吟
・
フ
ォ
ー
ク

　
ダ
ン
ス
・
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
・
フ
ラ

　
ダ
ン
ス
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
大
正
琴
・

　
空
手
道
演
武
ほ
か

【
茶
道
の
部
（
呈
茶
）】

日
時
　
18
日
㈰
　
10
時
〜
15
時

会
場
　
カ
ダ
ー
レ
　
創
作
テ
ラ
ス

10
24
㊏

25
㊐

▽

※

一
部
展
示
は
26
日
㈪
ま
で
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各
地
域
の
産
業
文
化
祭

第
11
回 

大
内
地
域
市
民
祭

会
場
：
市
総
合
体
育
館
、
出
羽
伝
承
館
、
ぽ
ぽ
ろ
っ

　
　
　
こ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
、ど
ま
ら
ん
ど
大
内

　【
両
日
】
農
産
・
園
芸
・
各
種
作
品
展
な
ど
【
24
日
】

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
／
学
芸
交
流
・
芸
能
発

　
表
会
／
武
道
大
会
な
ど
【
25
日
】
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　
／
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
／
と
ろ
ろ
め
し
大
喰
い
大

　
会
（
11
時
45
分
競
技
開
始
）
な
ど

問…

大
内
教
育
学
習
課
　
☎
65
―
２
２
１
０

秋
ま
つ
り
２
０
１
５

会
場
：
有
鄰
館
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
ぷ
れ
っ
そ

　【
両
日
】
生
涯
学
習
作
品
展
・
縄
文
時
代
パ
ネ
ル
展

　【
25
日
】
第
24
回
子
ど
も
ま
つ
り
／
東
由
利
芸
術
文

　
化
協
会
芸
能
発
表
会
／
縄
文
時
代
食
べ
物
体
験
／

　
火
起
こ
し
体
験

　※

24
日
㈯
〜
28
日
㈬
写
真
、
陶
芸
作
品
展
（
会
場

　
ぷ
れ
っ
そ
）

第
23
回
ひ
が
し
ゆ
り
音
楽
祭

　【
24
日
】
会
場
：
東
由
利
中
学
校
体
育
館

問…

東
由
利
教
育
学
習
課
　
☎
69
―
２
３
１
０ 

ゆ
り
ま
つ
り

会
場
：
善
隣
館
、Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
由
利
図
書

　
　
　
館
、
由
利
武
道
館
、
由
利
小
学
校

　【
両
日
】
や
ま
ゆ
り
出
店
ほ
か
／
体
験
学
習
／
作
品

　
展
な
ど
【
24
日
】
由
利
小
マ
ラ
ソ
ン
大
会
／
民
話

　
紙
芝
居
／
親
子
読
書
感
想
発
表
会
【
25
日
】
ゆ
り

　
根
う
ど
ん
早
食
い
大
会
／
芸
文
協
合
同
芸
能
発
表

　
会
／
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
／
茶
会
／
少
年
剣
道

　
錬
成
会
／
由
利
中
駅
伝
大
会
な
ど

問…

由
利
総
合
支
所
振
興
課
　
☎
53
―
２
１
１
２

第
30
回
鳥
海
地
域
産
業
文
化
祭

会
場
：
紫
水
館
・
健
康
広
場

　【
両
日
】
農
林
業
展
／
商
工
特
産
・
芸
文
作
品
・
学

　
校
作
品
・
鳥
海
獅
子
ま
つ
り
写
真
展
な
ど
【
24
日
】

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
【
25
日
】
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
大
会
／
地
産
調
理
コ
ン
テ
ス
ト
／
包
丁
研
ぎ
サ
ー

　
ビ
ス
／
鳥
海
郷
土
芸
能
ま
つ
り
／
バ
ザ
ー
・
地
場

　
特
産
品
の
販
売
（
菜
ら
ん
ど
）
な
ど

問…

鳥
海
総
合
支
所
産
業
課
　
☎
57
―
２
２
０
５

第
11
回 

矢
島
産
業
文
化
祭

会
場
：
日
新
館
、
矢
島
屋
内
運
動
広
場

　【
両
日
】
農
産
品
品
評
会
／
各
種
展
示
・
企
業
展
示

　【
1
日
】
も
ち
つ
き
／
由
利
牛
が
当
た
る
ミ
ニ
ゲ
ー

　
ム
／
矢
島
高
校
吹
奏
楽
部
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
／
芸

　
能
発
表
会
な
ど

問…

矢
島
教
育
学
習
課
　
☎
56
―
２
２
０
３

第
45
回 

岩
城
地
域
文
化
祭

会
場
：
岩
城
総
合
体
育
館
、
岩
城
会
館
、
岩
城
総
合

　
　
　
支
所

　【
両
日
】
絵
画
・
写
真
・
書
道
な
ど
各
種
展
示
会
【
１

　
日
】
生
涯
学
習
自
主
講
座
芸
能
発
表
／
保
育
園
、小
・

　
中
学
生
の
学
習
発
表
／
茶
の
湯
（
茶
会
）、
農
産
物

　
加
工
品
直
売
（
婦
人
会
、Ｊ
Ａ
婦
人
部
）
な
ど

問…

岩
城
教
育
学
習
課
　
☎
73
―
２
４
６
８

第
11
回
収
穫
感
謝
イ
ベ
ン
ト
　
は
ま
な
す
フ
ェ
ア

会
場
：
道
の
駅
「
に
し
め
」

　
売
れ
る
米
づ
く
り
消
費
拡
大
Ｐ
Ｒ（
サ
ン
プ
ル
米
無

　
料
配
布
【
数
量
限
定
】、
新
米
販
売
）
／
ね
ぎ
ま
つ

　
り
（
袋
詰
め
放
題
）
／
廃
油
リ
サ
イ
ク
ル
／
錦
鯉

　
品
評
会
／
西
目
特
産
鍋
／
海
産
物
直
売
／
ヤ
ー
ト

　
セ
／
抽
選
会
／
り
ん
ご
ま
つ
り
／
も
ち
つ
き

問…

は
ま
な
す
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
事
務
局
（
道
の

駅
「
に
し
め
」
内
）　
☎
33
―
４
２
６
０

多
彩
な
秋
を
堪
能
し
ま
し
ょ
う—

大内地域由利地域 東由利地域

岩城地域 鳥海地域西目地域 矢島地域

10
月
24
日
㈯
〜
25
日
㈰

10
月
31
日
㈯
〜
11
月
1
日
㈰

11
月
1
日
㈰



日
時
　
11
月
２
日
㈪
　
10
時
〜
15
時

会
場
　
紫
水
館

主
な
相
談
内
容
　
人
権
相
談（
差
別
、

　
名
誉
、信
用
な
ど
）、困
り
ご
と（
土

　
地
、
建
物
の
権
利
・
登
記
、
家
族
、

　
不
動
産
の
賃
貸
借
）、
子
ど
も
の

　
人
権
（
い
じ
め
、
不
登
校
、
体
罰
）

問
い
合
わ
せ
先
　
法
務
局
本
荘
支
局

　
☎
22―

１
２
０
０
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市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅

岩
城
地
域
　
　
　
１
戸
（
城
下
）

公
営
住
宅

由
利
地
域
　
　
　
１
戸
（
滝
沢
舘
）

矢
島
地
域
　
　
　
２
戸
（
下
山
寺
）

　
　
　
　
　
　
　
２
戸
（
栩
木
田
）

　
　
　
　
　
　
　
１
戸
（
栄
町
）

鳥
海
地
域
　
　
　
１
戸
（
下
野
）

公
共
住
宅

矢
島
地
域
　
　
　
１
戸
（
下
山
寺
）

東
由
利
地
域
　
　
１
戸
（
吉
野
）

鳥
海
地
域
　
　
　
１
戸
（
笹
子
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
入
居
の
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
10

　
月
26
日
（月）
ま
で
、
建
築
住
宅
課
　

　
☎
24―

６
３
３
４
、
ま
た
は
各
総

　
合
支
所
建
設
課

　
法
務
局
本
荘
支
局
で
は
、
予
約
制

に
よ
る
登
記
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

○
相
談
は
不
動
産
の
所
有
者
本
人
な

　
ど
の
当
事
者
、
ま
た
は
そ
の
親
族

　
に
限
り
ま
す
。

○
１
回
の
相
談
は
お
お
む
ね
20
分
以

　
内
で
す
。

○
相
談
の
際
に
は
関
係
す
る
書
類
な

　
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
資
格
者
に
登
記
手
続
き
を
依
頼
さ

　
れ
る
方
は
直
接
、
資
格
者
に
ご
相

　
談
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
　
法
務
局
本

　
荘
支
局
　
☎
22―

１
２
０
０

　
本
市
と
友
好
都
市
の
香
川
県
丸
亀

市
と
福
島
県
い
わ
き
市
で
下
記
の
日

程
で
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
本
市
を
代
表
し
て
出
場
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　
出
場
希
望
者
は
11
月
15
日
（日）
　
10

時
に
水
林
競
技
場
で
開
催
さ
れ
る
選

考
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
場
枠

○
第
70
回
記
念
香
川
県
丸
亀
国
際
ハ

　
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
平
成
28
年

　
２
月
７
日
（日）
）　
１
人

○
第
７
回
い
わ
き
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
マ

　
ラ
ソ
ン（
平
成
28
年
２
月
14
日
（日）
）

　
２
人

※

代
表
に
選
ば
れ
た
選
手
の
旅
費
は

　
市
で
負
担
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
ス
ポ
ー
ツ
課
　
☎
32―

１
３
３
４

募
集
期
間
　
11
月
30
日
（月）
ま
で

受
付
口
座
　
秋
田
銀
行
お
よ
び
北
都

　
銀
行
各
店
に
義
援
金
専
用
の
振
込

　
用
紙
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。（
振

　
込
手
数
料
は
無
料
）

　
こ
の
ほ
か
、
郵
便
振
替
で
も
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
郵
便
局

窓
口
ま
で
。ま
た
、日
本
赤
十
字
社
窓

口
（
市
役
所
福
祉
支
援
課
お
よ
び
総

合
支
所
市
民
福
祉
課
）
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
支
援
課
　
☎

　
24―

６
３
１
５

　
10
月
30
日
㈮
か
ら
大
阪
で
開
催
さ

れ
る
社
会
人
野
球
第
41
回
日
本
選
手

権
大
会
に
Ｔ
Ｄ
Ｋ
野
球
部
が
６
年
ぶ

り
に
出
場
し
ま
す
。
そ
の
試
合
を
観

戦
で
き
る
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー
を
Ｔ
Ｄ

Ｋ
が
企
画
し
ま
し
た
。

　
日
程
、
費
用
な
ど
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

定
員
　
２
０
０
人
（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先
　
Ｔ
Ｄ
Ｋ
サ
ー
ビ
ス

　
旅
行
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｒ
仁
賀
保
駅

　
内
）　
☎
35―

４
９
８
８
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市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
中

「
香
川
県
丸
亀
国
際

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」と

「
い
わ
き
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
」

出
場
者
を
募
集
し
ま
す
！

台
風
第
18
号
大
雨
災
害
に
伴
う

義
援
金
を
受
け
付
け
ま
す

現
地
で
応
援
！

Ｔ
Ｄ
Ｋ
野
球
部
の
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー

情報ガイド情報ガイド
市からのお知らせやイベントなど、
身近な情報をお届けします。
市ホームページにも掲載して
いますので、ぜひご覧ください。
◎由利本荘市ホームページ
http://www.city.yurihonjo.akita.jp
◆スマートフォンなどで
は、ＱＲコードからアク
セスしてください→

暮 ら し の お 知 ら せ

　母子家庭および父子家庭、寡婦の皆さんの福祉の増進
を図るため「ひとり親家庭等住宅整備資金」の貸付制度
があります。
貸付の対象　市内に居住し、扶養する子のある配偶者の
　ない女性や男性で、住宅の整備を必要とし、自力で整
　備を行うことが困難な人
貸付限度額　１世帯当たり１５０万円
条件
貸付利率　年０.３%
　（ただし、所得税非課税世帯や災
　害救助法適用による復旧のための
　場合は無利子）
据置期間　１年以内
償還期間　据置期間経過後９年以内
償還方法　半年または月賦
保証人　１人 ( 本市に居住する人 )
※その他、詳細はお問い合わせくだ
　さい。
申し込み・問い合わせ先
　子育て支援課　☎２４―６３１９

「ひとり親家庭等住宅整備資金」
の貸付制度があります

　口座振替ご利用の方は、納期限日に振り替えとなりますの
で、振り替えされる口座の預貯金残高確認をお願いします。
問い合わせ先　収納課　☎２４―６２０６（口座振替など）
　　　　　　　税務課　☎２４－６３０３（納税証明など）
　　　　　　　または各総合支所振興課

　認知症は誰にとっても関わりがあります。認知症についての
疑問や不安、「カフェ」での会話のようにみんなで気軽な気持ち
で話してみませんか？
日時　10月31日（土）　14時～16時半
会場　アクアパル
定員　50人（要申し込み・先着順）
内容　
●地域住民を対象とした認知症教育のた
　めのカフェ型ヘルス・コミュニケーショ
　ンの効果を研究するための趣旨説明
　（東京大学大学院医学系研究科　医学
　教育国際研究センター　孫大輔先生）
●基調講演「認知症の基礎知識と地域で
　の支えあい」（由利本荘医師会理事　伊
　藤伸一先生）
●ワールドカフェ式グループワーク
申し込み・問い合わせ先　
　長寿支援課　☎２４－６３２４

認知症の人と家族のつどい
　認知症に関する日ごろの悩みや苦労を、コーヒーでも飲みな
がら気軽にお話しませんか？
日時　10月24日（土）　13時半～15時半（申し込み不要）
会場　由利本荘にかほ市民が健康を守る会事務所（石脇字石
　脇２）
対象　どなたでも参加できます(認知症の方本人も参加可)
内容　認知症の方本人やその家族が集まり、自由に話をしなが
　ら仲間づくりをします。
参加料　無料
問い合わせ先　認知症の人と家族の会　☎２３―４４８８

　９月末現在、本市の住宅用火災警報器設置率は76.9%と
なっています。現在、消防職員による電話での聞き取り調査を
しています。市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。
　なお、設置が義務化されて９年が経過しましたので、点検
ボタンを押すか点検ひもを引っ張り、定期的に作動確認し、
電池切れや本体の故障の場合は速やかに交換をお願いしま
す。
問い合わせ先　消防本部予防課　☎２２―４２８７

11月２日（月）　市県民税（第３期）・国保税（第４期）

11月　市税・国保税納期のお知らせ
―納期内に納めましょう― 納付は便利で

確実な口座振替で

「住宅用火災警報器」設置について
電話調査を行っています
「住宅用火災警報器」設置について

10月７日（水）から
秋田県の最低賃金は 時間額695円に（16円↑） 　  …秋田労働局賃金室　☎０１８―８８３―４２６６

または最寄りの労働基準監督署
問

「
特
設
人
権
相
談
所
」開
設

予
約
制
に
よ
る
登
記
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す（
相
談
無
料
）

■55歳からの生活設計・就業
　支援セミナー
◇日時…10月27日（火）　13時～
15時半　◇会場…市職業訓練セ
ンター　◇対象…概ね55歳以上
の方（在職中・求職中の方いずれ
も可）　◇受講料…無料　◇内容
…高齢期の生活設計、年金など社
会保障の仕組み、高齢期の働き方
などについて（セミナー終了後、
個別相談も応じます）　◇定員…
50人（先着順）　◇講師…桧森利
光さん　　　　　…秋田県シル
バー人材センター連合会　☎０
１８－８８８―４６８０（申込用
紙は市商工会、ハローワーク本荘
などに設置）

■スキルアップセミナー
①ＮＣ旋盤（プログラミング）…
定員５人、11月５日（木）・６日
（金）　②イチから学ぶイラスト
レーター講習…定員10人、11月
５日（木）、６日（金）　③第一種電
気工事士技能試験準備講習（公表
問題の練習）…定員20人、11月11
日（水）～13日（金）　④ＪＷ―Ｃ
ＡＤ基本操作講習…定員10人、
11月12日（木）・13日（金）　⑤イ
チから学ぶフォトショップ講習
…定員10人、11月25日（水）・26日
（木）　◇時間…９時～16時（③の
み17時まで）　◇会場…大曲技術
専門校　◇対象…現在お勤めの
方　◇受講料…無料（テキスト
別）　　　　　…大曲技術専門校
☎０１８７―６２―６３２１

■「公共職業訓練」訓練生募集
◇訓練科・定員…テクニカルオペ
レーション科（若年者コース）（20
人）　◇訓練期間…12月９日（水）
～６月30日（木）　９時20分～15
時40分　◇会場…ポリテクセン
ター秋田　◇対象…ハローワー
クに求職申し込みをし、技術・技
能を身につけ再就職を希望する
人　◇受講料…無料（テキスト代
別途）　　　　…11月４日（月）ま
で、お近くのハローワーク　　…
ポリテクセンター秋田　☎０１
８―８７３―３１７８

■第２回ハス花写真コンテスト
◇期間…11月２日（月）～30日
（月）　９時～16時　◇会場…道
の駅にしめ　◇入場料…無料　
　  …道の駅にしめ　☎３３―４
２６０

■「秋田県町村会事務局職員」募集
◇区分…一般事務（大学卒）　◇
採用予定人数…３人　◇試験日
…11月22日　10時～　◇会場…
秋田県市町村会館　※受験資格
など詳しくは町村会ホームペー
ジ、またはお問い合わせくださ
い。　◇申込用紙の請求・　  …10
月20日（火）～11月10日（火）ま
で、秋田県市町村会総務課　☎０
１８―８６２―３８５１

■秋田県立大学公開講演会
　夢の実現～努力は裏切らない～
◇日時…11月14日（土）　13時半
～15時（開場13時）　◇会場…県
立大学秋田キャンパス　講堂（秋
田市）　◇講師…宇津木妙子さん
◇入場料…無料　　　　　  …11
月5日（木）まで　県立大学　企
画・広報本部　☎０１８―８７２
―１５２２

■ウッドファーストあきた
　「木材利用ポイント」
　対象期間に県産木材を使った
住宅建設やリフォーム、木質燃料
を使用した暖房、木製品を購入す
るとポイントを交付。ポイントに
応じて、さまざまな県産品と交換
できます。（詳細はお問い合わせ
いただくか、県ホームページをご
覧ください。）　　…県林業木材
産業課　☎０１８―８６０―１
９１５

■本荘由利・環境エネルギーフォーラム
　「環境エネルギー講演会」
◇日時…11月11日（水）　14時半
～　◇会場…本荘グランドホテ
ル　◇演題…「エネルギー教育を
考える～安全性と情報リテラ
シー～」弘前大学教授　日景弥生
先生　◇入場料…無料　　  …高
瀬さん（東北電力㈱本荘営業所
内）　☎２２―１２０５

申込 問

申込 問

申込

申込 問

問

問

問

問

問

由利本荘地域包括ケア推進事業
～認知症カフェ型ヘルスコミュニケーション～

in   YURIHONJO

孫大輔先生

伊藤伸一先生



日
時
　
11
月
13
日
（金）
　
13
時
40
分
〜

　
15
時
10
分

会
場
　
新
山
小
学
校
　
体
育
館

演
題
　「
〜
絆
〜
　
社
会
総
が
か
り

　
で
の
人
づ
く
り
」
文
部
科
学
省
　

　
長
田
徹
調
査
官

※

新
山
小
５
・
６
年
児
童
、
本
荘
北

　
中
１
〜
３
年
も
聴
講
し
ま
す
。

入
場
料
　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
新
山
小
学
校
　
☎
22―

１
４
２
０
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東
北
各
県
の
選
手
が
10
月
31
日
（土）

に
北
上
市
役
所
を
ス
タ
ー
ト
し
、

ゴ
ー
ル
の
本
市
市
役
所
を
目
指
し

て
、
健
脚
を
競
い
ま
す
。

　
力
走
す
る
選
手
へ
温
か
い
ご
声
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
市
内
通
過
予
定
時
刻
】

日
時
　
11
月
１
日
（日）
　
大
会
２
日
目

　
道
の
駅
東
由
利
前
　
10
時
半
ご
ろ

　
大
琴
下
待
避
所
前
　
10
時
50
分
ご

　
ろ

　
石
沢
雪
車
町
前
　
11
時
25
分
ご
ろ

　
市
役
所
　
11
時
50
分
ご
ろ
ゴ
ー
ル

　
予
定

※

国
道
１
０
７
号
を
選
手
達
が
疾
走

　
し
て
き
ま
す
。
沿
道
で
も
温
か
い

　
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
　
☎

　
32―

１
３
３
４

日
時
　
10
月
24
日
（土）
　
９
時
半
〜
14

　
時

会
場
　
水
林
新
生
園
（
本
荘
由
利
総

　
合
福
祉
エ
リ
ア
内
）

内
容
　
演
芸
（
ケ
ー
ス
ケ
＆
マ
サ
の

　
ラ
イ
ブ
）、
即
売
、
ゲ
ー
ム
、
模

　
擬
店
な
ど

問
い
合
わ
せ
先
　
水
林
新
生
園
　
☎

　
23―

３
５
７
５

日
時
　
11
月
３
日
（
火
・
祝
）　
８

　
時
45
分
〜
12
時
（
雨
天
時
中
止
）

集
合
・
解
散
場
所
　
シ
ー
ガ
ル
（
バ

　
ス
で
現
地
ま
で
移
動
）

コ
ー
ス
　
望
海
の
丘
〜
大
森
台
り
ん

　
ご
園
（
約
４
・
５
㌔
）

参
加
料
　
無
料

定
員
　
40
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
10
月
23
日
（金）
ま
で
、
西
目
公
民
館

　
シ
ー
ガ
ル
　
☎
33―

２
３
１
５

日
時
　
11
月
１
日
（日）
　
10
時
〜
12
時

　
半

会
場
　
カ
ダ
ー
レ
　
調
理
創
作
室

受
講
料
　
無
料

定
員
　
24
人

内
容
　
家
計
簿
の
す
す
め
、「
今
年

　
の
汚
れ
は
今
年
の
う
ち
に
」、
保

　
温
調
理
実
習

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
10
月
26
日
（月）
ま
で
、
本
荘
由
利
教

　
育
会
館
　
☎
22―

７
４
７
１

日
時
　
10
月
28
日
（水）
　

【
矢
島
】
ミ
ニ
テ
ニ
ス
　
13
時
半
〜

　
14
時
半
　
矢
島
体
育
セ
ン
タ
ー

【
岩
城
】
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
会
　

　
９
時
〜
正
午
　
岩
城
パ
ー
ク
ゴ
ル

　
フ
場
、
卓
球
交
流
会
　
９
時
45
分

　
〜
11
時
　
岩
城
総
合
体
育
館

【
由
利
】
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ

　
ー
ツ
体
験
会
　
９
時
半
〜
11
時
半

　
由
利
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

【
大
内
】
８
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　

　
９
時
〜
15
時
　
松
本
体
育
館

【
東
由
利
】
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
　
10
時

　
〜
正
午
　
げ
ん
き
館

【
西
目
】
軽
ス
ポ
ー
ツ
　
13
時
半
〜

　
15
時
　
西
目
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

【
鳥
海
】
８
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教

　
室
　
19
時
〜
20
時
半
　
鳥
海
ト
レ

　
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
　
☎

　
32―

１
３
３
４

日
時
　
11
月
14
日
（土）
　
９
時
半
〜
16

　
時

集
合
場
所
　
カ
ダ
ー
レ
西
口
（
郵
便

　
局
側
）

内
容
　
旧
鮎
川
小
学
校
で
授
業
体
験

　「
音
楽
」、
給
食
体
験

参
加
料
　
千
円
（
給
食
費
・
体
験
料
・

　
保
険
料
込
み
）

定
員
　
20
人
程
度
（
先
着
順
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
箸

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
11
月
６
日
（金）
ま
で
、
生
涯
学
習
課

　
☎
32―

１
３
３
２

日
時
　
11
月
７
日
（土）
　
14
時
〜

会
場
　
日
新
館

入
場
料
　
千
円（
当
日
１
５
０
０
円
）

出
演
　
柳
谷
一
九
さ
ん（
落
語
）、
林

　
家
正
楽
さ
ん（
紙
切
り
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
矢
島
古
典
落
語
を
楽
し
む
会
　
佐

　
藤
さ
ん
　
☎
０
９
０―

２
６
０
９

　―

１
９
１
１

日
時
　
11
月
１
日
（日）
　
14
時
〜
16
時

　（
開
場
13
時
半
）

会
場
　
ホ
テ
ル
ア
イ
リ
ス
２
階
　
菖

　
蒲
の
間

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先
　
渋
谷
さ
ん
　
☎
74

　―

４
１
８
４

日
時
　
11
月
１
日
（日）
　
13
時
半
〜
15

　
時
半

会
場
　
カ
ダ
ー
レ
　
大
ホ
ー
ル

出
演
　
コ
ー
ラ
ス
ハ
ー
ト
フ
ル
な
ど

　
６
団
体
、
ゲ
ス
ト
に
本
荘
由
利
グ

　
リ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
２
団
体

入
場
料
　
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先
　
由
利
本
荘
市
合
唱

　
連
盟
　
小
川
さ
ん
　
☎
０
９
０―

　
５
５
９
５―

９
８
７
７
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第
55
回
奥
羽
横
断
駅
伝

「
水
林
新
生
園
祭
」を
開
催
し
ま
す

家
事
家
計
と
保
温
調
理
講
習
会

古
典
落
語
を
楽
し
む
会

第
27
回
由
利
本
荘
市
合
唱
祭

10
月
の
ミ
ニ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

和
の
調

第
６
回
渋
谷
久
美
子

　筝
・
三
絃
演
奏
会

ゆりえもん
工事のため入浴できません♨ 10月14日（水）～31日（土）入浴以外の営業は通常通り行っています。何かとご不便をおかけしますが、

ご理解をお願いします。　　…ゆりえもん　☎５３－２６５１問

文
部
科
学
省
委
託（
道
徳
）

い
の
ち
の
教
育
あ
っ
た
か
エ
リ
ア
事
業

特
別
講
演
会

西
目
地
域「
追
跡
ハ
イ
ク
」

大
人
の
登
校
日
〜
今
日
だ
け
小
学
生
〜

※7㌻に 9月の「大人の登校日」の様子が掲載されています。

鳥海高原矢島スキー場の臨時職員を募集します
　ハローワークで発行する紹介状と市専用の履歴書を提出してください。
詳細はハローワークに備え付けの募集要項でご確認ください。
▼期間雇用
●リフト運行に係る業務
●ゲレンデパトロール業務
●スノーパークディガー（スノーパークの整備）
※その他ゲレンデ管理・圧雪作業・除雪等スキー場に係る業務
募集人員　若干名
勤務時間　８時～17時
　　　　　（ナイター勤務の場合は、12時半～21時半。圧雪作業の場合は、
　　　　　５時～14時）
　　　　　土・日曜、祝日は勤務日になります。
※勤務時間は変更になることがあります。
応募資格　スキー・スノーボードができる方

●リフト券売場でのリフト券販売
※その他必要な事務や施設の清掃など
募集人員　若干名
勤務時間　８時～17時（ナイター勤務の場合は12時半～21時半）
　　　　　土・日曜、祝日は勤務日になります。
※勤務時間は変更になることがあります。

　期間中は、由利地域の道の駅６駅で趣向を凝らしたどんぶりメニュー
が提供されます。ぜひお召し上がりください。また、商品が当たるスタン
プラリーを同時開催。２駅のスタンプから応募でき、全駅制覇の場合は
豪華な特賞が当たる抽選にも挑戦できます。
　期間　10月31日（土）まで
　問い合わせ先　県由利地域振興局地域企画課（情報発信担当）
　　　　　　　　☎２２―５４３２

▼パート雇用

●リフト・パトロール
募集人員　若干名
勤務時間　16時半～21時半（ナイター）
※日曜、祝日など繁忙期は12時半～21時半ま
　での勤務になる場合もあります。
応募資格　スキー・スノーボードができる方

▼共通
雇用期間　12月１日～平成28年３月28日まで
勤務場所　鳥海高原矢島スキー場
※積雪およびゲレンデの状況により雇用期間が
　短縮する場合があります。
応募締切　10月28日（水）　17時必着

●施設清掃
募集人員　若干名
勤務時間　８時～10時

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
矢
島
総
合
支
所

　
産
業
課
商
工
観
光
班

　
☎
55―

４
９
５
３

ど
ん
ぶ
り
対
決

ま
る
っ
と
ぶ
ら
っ
と

由
利
地
域
道
の
駅
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｌ
Ｅ
!!

第12弾

一
般
書

一
般
書

こ
れ
で
解
決
！
困
っ
た
老
朽
貸
家・貸
地
問
題

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
キ
セ
キ

老
人
に
冷
た
い
国・日
本

い
も・く
り・か
ぼ
ち
ゃ
の
ス
イ
ー
ツ

日
本
の
火
山
図
鑑

に
っ
ぽ
ん
全
国
観
光
列
車
に
乗
ろ
う

世
界
の
美
し
い
階
段

好
印
象
を
与
え
る
マ
マ
＆
パ
パ
の
子
連
れ
マ
ナ
ー

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

が
ら
く
た
屋
と
月
の
夜
話

ず
っ
と
使
え
る
定
番
レ
シ
ピ

秋
田
の
民
話

ラ
グ
ビ
ー
の
ル
ー
ル

今
日
か
ら
始
め
る
男
の
着
物

記
憶
破
断
者

へ
ん
て
こ
り
ん
な
植
物

生
命
は
　
吉
野
弘
詩
集

老
妻
だ
っ
て
介
護
は
つ
ら
い
よ

刀
と
日
本
語

仁
義
な
き
宅
配

坪
多
　
晶
子

葛
西
　
幸
男

河
合
　
克
義

信
太
　
康
代

高
橋
　
正
樹

昭
文
社

エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ

岩
下
　
宣
子

藥
師
　
実
芳

谷
　
瑞
恵

渡
辺
　
麻
紀

瀬
川
　
拓
男

日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

泉
二
　
弘
明

小
林
　
泰
三

パ
イ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

吉
野
　
弘

沖
藤
　
典
子

調
所
　
一
郎

横
田
　
増
生

オ
ス
ス
メ
新
着
本

オ
ス
ス
メ
新
着
本

〈一般書〉

知
ら
な
い
う
ち
に
間
違
え
て
い
る
日
本
語

島
津
　
暢
之
　
著

宝
島
社
／
１
２
９
６
円

普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
言
葉
、本
当
の
意
味

や
使
う
場
面
を
間
違
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

日
本
語
の
プ
ロ
が
教
え
る
正
し
く
美
し
い
日
本

語
集
。

可
憐
百
景

文
野
　
は
じ
め
　
著

デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー
・
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン
／
１
２
９
６
円

人
が
恋
に
落
ち
る
瞬
間
を
切
り
取
っ
た
短
編
集
。

三
組
の「
彼
」と「
彼
女
」に
訪
れ
る
、瑞
々
し
く

眩
し
い
恋
愛
模
様
の
行
方
を
綴
る
。

そ
ら
い
ろ
男
爵

ジ
ル
・
ボ
ム
　
著

主
婦
の
友
社
／
１
４
０
４
円

戦
争
に
参
加
し
た
男
爵
は
、爆
弾
の
か
わ
り
に

「
本
」を
投
下
し
て
兵
士
た
ち
を
夢
中
に
。

そ
し
て
、戦
争
終
結
の
た
め
に
と
っ
た
戦
術
と
は
。

〈Ｕ-２０（１０代向けの本）〉〈児童書〉

Ｕ―
20
（
10
代
向
け
の
本
）

Ｕ―
20
（
10
代
向
け
の
本
）

児
童
書

児
童
書

こ
れ
だ
け
！
高
校
物
理
　
力
学
編

中
高
生
の
た
め
の
科
学
自
由
研
究
ガ
イ
ド

観
光
ガ
イ
ド
に
な
る
に
は

ト
ン
ネ
ル
の
森
１
９
４
５

神
々
と
戦
士
た
ち

管
理
栄
養
士
の
一
日

桑
子
　
研

タ
ー
ニ
ャ・
Ｍ
・
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ズ

中
村
　
正
人

角
野
　
栄
子

ミ
シ
ェ
ル
・
ペ
イ
ヴ
ァ
ー

Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
こ
ど
も
知
育
研
究
所

バ
ム
ー
と
荒
れ
野
の
城

ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
全
お
は
な
し
集

す
し
の
ひ
み
つ

つ
み
つ
み
で
ん
し
ゃ

自
動
車
ま
る
ご
と
図
鑑

テ
レ
ビ
の
ず
る
や
す
み

山
瀬
　
邦
子

ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・
ポ
タ
ー

日
比
野
　
光
敏

薫
　
く
み
こ

ポ
プ
ラ
社

村
上
　
し
い
こ

中
央
図
書
館
　
☎
22
│
４
９
０
０
　
岩
城
図
書
館
　
☎
73
│
３
６
７
３

由
利
図
書
館
　
☎
53
│
２
１
２
１
　
出
羽
伝
承
館
　
☎
62
│
０
５
０
５

　
こ
こ
で
紹
介
す
る
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
本
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
市
図
書
館
Ｈ
Ｐ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。蔵
書
検
索
も
で
き
ま
す
。

○「情報ガイド」の記事は、主催団体などを所管する市役所担当課の承認を得たものとしています。掲載希望の際は担当各課へご相談ください。

図書館●行こう！へ
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問い合わせ先

  健康管理課
  （本荘保健センター内☎22̶1834）
または各総合支所市民福祉課へ

　心も体も健やかに
家族みんなの家族みんなの

健康ノート

■対象者
　市内に住所があり、接種日に①または
②に該当する方
　①満 65歳以上の方
　②接種日に満 60～64 歳で、心臓・
腎臓・呼吸器等の機能に障がいのある
方（身体障害者1級程度）
■期間　10月1日～平成28年2月29日
※季節性インフルエンザの流行は1月上旬から３月
上旬が中心です。ワクチンが十分な効果を維持する

期間は、接種後約２週間～５カ月とされています。
流行期に間に合うよう１２月中旬までの接種をおす
すめします。

■自己負担額　※接種医療機関により異なります。

　医療機関が定める接種料金から市助
成額（1,000 円）を差し引いた金額
※今年度より、市助成額が1,600円から1,000円に変
更になりました。

　生活保護世帯の方は、「緊急時医療依
頼証」を医療機関に提示することで自
己負担額が無料（市が全額助成）
■その他
　健康保険証、身体障害者手帳などを
医療機関へ提示してください。
　病気療養中の方は、予防接種ができ
るかどうか主治医にご確認ください。

高齢者インフルエンザ予防接種
を受けましょう

■高齢者インフルエンザ予防接種　市内実施医療機関一覧
接種料金・接種日等は医療機関によって異なりますので、事前にお問い合わせください。

医院・病院名

浅野耳鼻いんこう科医院

伊藤内科医院

猪股医院

奥山内科医院

中央線診療所

本荘整形外科

作左部医院

さけみ小児科クリニック

佐々木産婦人科医院 

梵天内科クリニック 

ひまわりクリニック

しぶやこまちクリニック

清水泌尿器科内科医院

鈴木小児科

まつだあかちゃんこどもクリニック

わかまつ内科クリニック

さとうハートクリニック

松ヶ崎診療所

やまだ糖尿病・胃腸内科クリニック

電話番号

22-5883

24-2616

22-4800

22-5031

27-2301

28-0288

22-0314

28-5101

22-2358

28-0015

28-0600

24-0030

22-3100

44-8282

22-0009

22-7521

23-8600

28-2040

27-1313

地域

本荘

医院・病院名

佐藤病院 

由利本荘医師会病院

本荘第一病院

由利組合総合病院

佐藤医院

大井医院

木村医院

風平診療所

国立病院機構　あきた病院

渡邊医院 

伊藤医院（伊藤伸一）

いとう内科医院

小松医院（小松良竹）

佐藤病院　老方診療所

きくち医院

笹子診療所

直根診療所

加賀医院

鳥海診療所 

電話番号

22-6555

22-0054

22-0111

27-1200

56-2065

56-2871

56-2005

73-3333

73-2002

53-3611

67-2321

62-1050

69-2531

69-2866

32-1077

59-2321

58-2004

57-3456

57-2003

地域

本荘

矢島

岩城

由利

大内

東由利

西目

鳥海

　インフルエンザワクチンを接種することで、インフルエンザ
ウイルスからの感染を予防し、重症化を防ぐことができます。
　市では次の対象者に接種料金の一部を助成します。なお、
対象者への案内通知はいたしません。　

　県では、80歳を過ぎても
20本以上自分の歯を持って
いる元気なお年寄りを表彰
しています。
　９月17日に由利本荘地区
審査会が行われ、26人の方
を”８０２０”と認定。本市か
らは20人の方に認定証が
交付されました。

８０２０いい歯のお年寄り表彰 広報10月1日号23㌻に掲載
の紀の国わかやま国体出場
者（本市出身）に次の皆さん
を追記します。
▶ボート　成年男子舵手付
フォア　佐藤廉（富山国際大
学）　成年男子ダブルスカル
菊地諒今（富山国際大学）

由利組合総合病院
電気設備定期点検により
停電します（変更）
10月１日号広報でお知らせ
した日程が変更になります。
日時　１０月２５日（日）
　　　８時～１３時
問　【当日】救急外来受付
　　☎２７－１２０１

「こころの相談日」のお知らせ
　10月26日～11月１日は厚
生労働省が定めた「精神保
健福祉普及運動」週間です。
　保健所では、専門医によ
る「こころの相談日」を行っ
ています。ご自身や大切な
方のこころの健康に、この相
談日をお気軽にご利用くだ
さい。
開設日　毎月第１・３金曜日 
　（祝祭日除く）１３～１５時
場所　由利本荘保健所
内容　うつ、不眠、アルコー
　ル問題など精神保健全般
料金など　無料　要予約
問　由利本荘保健所　
　　☎２２－４１２０

すくすく育ってね

(９月７日、１歳６カ月健診・善隣館)　

問　健康管理課
☎２２－１８３４
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お
た
よ
り

声◆
西
中
祭
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
英

語
の
発
表
が
と
て
も
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。
バ
ザ
ー
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。

　
（
Ｐ
Ｎ
．
り
っ
く
ん
ネ
ネ
さ
ん
・
9

歳
・
西
目
地
域
）

◆
図
書
館
で
は
、
以
前
に
借
り
た
本

を
ま
た
借
り
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
読
書
通
帳
を
利
用
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
金
森
さ
ん
・
50
代
・
岩
城
地
域
）

お誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとう
<9月15日～30日受け付け分>

山科　　翼ちゃん（ 純 さん）薬師堂

角谷　明紀ちゃん（和幸さん）出戸町

今野　塁偉ちゃん（真悟さん）本荘

鈴木　梨紗ちゃん（順一さん）二番堰

加藤　　蘭ちゃん（ 大 さん）石脇

鎌田　大河ちゃん（ 勉 さん）東梵天

柴田　娃貴ちゃん（久司さん）薬師堂

眞崎　航希ちゃん（伸幸さん）東梵天

安達　茉莉ちゃん（武則さん）東梵天

村井　葉月ちゃん（ 翔 さん）石脇

須田　葵麻ちゃん（夕也さん）松街道

逸見　恵琉ちゃん（友和さん）大鍬町

佐々木陽向ちゃん（隆志さん）石脇

髙柳　鳳葵ちゃん（悟司さん）二番堰

村上　詞音ちゃん（端穂さん）薬師堂

佐藤優葵音ちゃん（佳喜さん）矢島町元町

伊藤ひまりちゃん（翔太さん）東鮎川

髙橋　日彩ちゃん（剛士さん）西目町出戸

　　　つばさ

あ　き

る　い

り　さ

　　　らん

たいが

あ　き

こうき

まつり

はづき

あ　お

めぐる

ひなた

ほうあ

しおん

ゆ　き　と   　

ひいろ

9月の交通事故発生状況

事故件数    ８件

死亡者数    ０人

負傷者数 １０人

  （9月 30日現在）

9月累計 昨年同期

６３件

２人

７８人

７７件

１人

９６人

人　の動き 9月末日現在・住民基本台帳
（　）は前月比

人口　 80,934人（-101）
男 =38,628 人　（-33）
女 =42,306 人　（-68）

世帯数 30,503 世帯（-5）

〈9月15日～30日受け付け分〉「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望され   
る方は、市民課（総合支所市民福祉課、出張所）窓口にお申し出ください。

工藤　清一さん

齋藤　敬子さん

池田　ハルさん

打矢キクヨさん

村井　節子さん

中村　孝一さん

工藤　隆司さん

猪股　晃二さん

伊東千鶴子さん

佐藤ヤス子さん

佐藤ミネ子さん

板垣　一男さん

神坂　順三さん

（葛法・74歳）

（谷山小路・67歳）

（藤崎・88歳）

（石脇・95歳）

（石脇・84歳）

（石脇・87歳）

（御門・53歳）

（万願寺・60歳）

（川口・60歳）

（瓦谷地・96歳）

（鶴沼・86歳）

（葛法・78歳）

（石脇・66歳）

どうぞ やすらかにどうぞ やすらかに

中川　益子さん

岡本　ミヱさん

佐々木精一さん

渋谷　法男さん

猪股　德子さん

田口　清次さん

三浦スズヱさん

楠　　　子さん

齋藤　　稔さん

木村　シモさん

伊豆　アヤさん

佐藤　繁喜さん

長谷部信惠さん

（石脇・46歳）

（石脇・79歳）

（日役町・61歳）

（石脇・79歳）

（山内・75歳）

（赤田・78歳）

（石脇・81歳）

（親川・74歳）

（玉ノ池・79歳）

（矢島町新荘・100 歳）

（矢島町矢島町・81歳）

（矢島町七日町・63歳）

（岩城内道川・93歳）

宮澤　善一さん

辻永　輝子さん

三浦　カツさん

小濱　洋一さん

須田　　昭さん

菊地　成治さん

伊藤　範子さん

伊藤　クニさん

田口　孝子さん

戸賀瀬源三さん

伊東　德藏さん

長谷山ミナエさん

岡田　俊喜さん

木村　孝志さん

太田ハツノさん

山内ユウ子さん

（岩城内道川・72歳）

（岩城亀田愛宕町・89歳）

（川西・93歳）

（曲沢・73歳）

（前郷・85歳）

（岩野目沢・84歳）

（岩谷町・81歳）

（葛岡・85歳）

（岩谷町・91歳）

（新沢・95歳）

（東由利蔵・75歳）

（東由利舘合・83歳）

（西目町西目・87歳）

（西目町出戸・58歳）

（鳥海町上笹子・93歳）

（鳥海町上笹子・66歳）

　
　
　
お
た
よ
り

　
　
　
お
待
ち
し
て
い
ま
す

「
お
た
よ
り
」は
読
者
の
皆
さ
ん
の

コ
ー
ナ
ー
で
す
。ふ
だ
ん
感
じ
て
い
る

こ
と
や
交
換
し
た
い
情
報
、広
報
紙
へ

の
思
い
な
ど
あ
な
た
の
声
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子

メ
ー
ル
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　あ
て
先

　
〒
０
１
５
ー
８
５
０
１

　
尾
崎
17

　
由
利
本
荘
市
広
報
課
　
あ
て

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
24
ー
６
０
９
０

　「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡

　先
・
お
た
よ
り
」
を
明
記
し
て

　く
だ
さ
い
。※

10
月
の
読
者
プ
レ
ゼ

　ン
ト
は
23
日
ま
で
。
希
望
す
る
方
は
前

　号
の
ク
イ
ズ
の
答
え
も
記
入
し
て
く
だ

　さ
い
。

事故･違反･飲酒運転のない街に！お詫びと訂正
10 月 1日号「お誕生おめでとう」の中
で「佐藤智哉ちゃん」は「佐藤智也ちゃ
ん」、「鈴木莉衣ちゃん」は「鈴木莉依
ちゃん」の誤りでした。深くおわびして
訂正いたします。

田口　勝一郎さん（旧大内町功労者・秋田市）
９月２５日永眠されました。平成 2 年刊行「大内町史」の
編集委員長として町史編纂の中心的役割を担うなど、本市
近代史研究の進展に貢献されました。平成７年旧大内町教
育文化功労。９２歳

◆
特
集
の
本
の
ペ
ー
ジ
は
と
て
も
面

白
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
ウ
ェ
ー
ブ
や

カ
ダ
ー
レ
に
行
き
た
い
で
す
。

　
（
山
崎
さ
ん
・
10
歳
・
岩
城
地
域
）

◆
ク
イ
ズ
が
あ
る
と
、
広
い
由
利
本

荘
市
に
い
ろ
い
ろ
な
所
が
あ
る
こ
と

や
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
自
然
に

分
か
っ
て
き
ま
す
。
今
後
も
続
け
て

ほ
し
い
で
す
。

　
（
高
田
さ
ん
・
70
代
・
岩
城
地
域
）

◆
「
笑
顔
の
写
真
を
大
募
集
」
は
、
と

て
も
い
い
企
画
だ
と
思
い
ま
す
。
孫

た
ち
の
す
て
き
な
笑
顔
を
撮
り
た
い

で
す
。

　
（
鈴
木
さ
ん
・
50
代
・
東
由
利
地
域
）

◆
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
、
広
報
が
届

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
と
ん
は
い

り
ん
」
は
私
の
生
ま
れ
育
っ
た
地
元

の
お
店
で
す
。
ラ
ー
メ
ン
も
食
べ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
懐
か
し
さ
が
湧

き
出
て
き
て
、
帰
り
た
く
な
り
ま
し

た
。
ふ
る
さ
と
の
頑
張
り
を
応
援
を

し
て
い
ま
す
。

　
（
佐
々
木
さ
ん
・
横
須
賀
市
）

◆
ボ
ー
ト
大
会
で
「
葛
岡
ラ
ー
ジ
ャ

ン
」
と
い
う
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
し
た
。

由
来
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
（
佐
々
木
さ
ん
・
30
代
・
本
荘
地
域
）

♣
合
同
救
助
訓
練
を
取
材
し
、
ヘ

リ
か
ら
の
「
吹
き
降
ろ
し
風
」
を
体

感
。
立
っ
て
い
る
の
も
大
変
な
ほ

ど
の
強
風
で
、
困
難
な
現
場
を
思

い
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。
　  

（
Ａ
）

♥
大
人
の
登
校
日
で
訪
問
し
た
鮎

川
小
学
校
。
閉
校
当
時
の
掲
示
物

を
眺
め
て
い
る
と
、
今
に
も
子
ど

も
た
ち
の
に
ぎ
や
か
な
声
が
聞
こ

え
て
き
そ
う
で
し
た
。  

　   

（
あ
）


